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☆エール大使・下野紘さん（人気声優）と
観光大使・瓜田瑠梨（まろに☆えーる）を
起用

☆エール大使である一葵さやかさん（漫画家）
がキャラクターを書き下ろし

➽下野市にゆかりのある歴史上の人物
「下野朝臣古麻呂（声：下野紘さん）」
をモチーフに、現在の下野市を舞台とし
た短編アニメ

➽子ども（子育て世代の保護者）から若者
世代をメインターゲットとした下野市の
PR

１

◆ご当地アニメ「サクラノチカイ」のＰＲ

【広告展開】
・アニメ完成記念特番の放送
（H30年1月10日：とちぎテレビ）

・インターネットサイトへのプレスリリース
・アニメ関連店舗へのチラシの設置
・アニメ雑誌への広告掲載
・ユーチューブ動画への広告
・テレビ番組「まろに☆え～るTV」
放映と番組内での広告 10月~3月

☆まろにえーるTVのユーチューブ動画
視聴者数：約１００万アクセス！

ソフト事業の取組

☆とちテレアニメサイトでのＰＲ
登録者数：15,000人



・関連グッズの販売
発売３カ月売上げ実績
：約300万円
新グッズの開発
販売戦略の構築展開

◆ご当地アニメを活用した経済循環の創出 ・アニメに登場する場所を巡るスタンプラリー
参加者：500人（うち達成者：約350人）
第２弾、第３弾の実施
痛チャリ（レンタサイクル）の配備
ラリーポイントの追加

２

新グッズを求めて、
早朝から長蛇の列ができる
観光協会（ポッポ館）の様子

スタンプラリー台紙

スタンプポイント

達成者への景品
（アニメのキーアイテムである

勾玉のキーホルダー）



• 自主イベントの実施

• 大規模イベントへの出店

アニメを切り口に下野市を知ってもらい、来てもらう。

３

淡墨桜ライブイベント

• アニメの舞台である天平の丘公園で
のトーク＆ライブイベント

• 淡墨桜のライトアップ点灯式

とちてれアニメフェスタ

２日間で２万人以上が訪れる

北関東最大級のアニメイベント



◆ご当地アニメによる交流人口・関係人口の増加 ・聖地巡礼ツアー

声優と市内を巡り、「また来てみたい」につなげる。

参加者によるＳＮＳ等での情報発信をしてもらう。

・協力店舗のマップ作成

聖地巡礼するファンが協力店舗を巡ってもらうための

マップを作成する。

４

・キャラクターを活用した萌え酒
販売数：約200本（２日間）
商店等とのコラボ促進



マンガを活用し東の飛鳥と称えられる本市の歴史を
分かりやすく解説する社会科資料集を作成します。

５

アニメの持つ若年層への訴求力を活用し、
本市への愛着心の醸成を図ります。

◆ご当地アニメを活用した愛着心の醸成



◆現在、民俗資料館となっている「夜明け前」をコミュニティ古民家カフェ
および多目的スペースに改修
◆テイクアウト方式の飲食の提供

市内観光施設との周遊性を高めるイベント等を開催するなどし、花まつりや芋煮会などのイベ
ント時だけでなく、年間を通して天平の丘公園に人を呼び込むための仕掛けづくりを行います。

６

ハード事業の取組
①民俗資料館夜明け前リノベーション事業

花まつり期間中の来場者は5,150人、
売上げは約234万円



◆グリムの館内に不足していた更衣室・控室を増設し、
図書コーナーを移設。
◆様々なイベントにより増加している利用者を収益の向上に
つなげていくため、カフェレストランを館外に新設。
◆グリム童話をモチーフに、親子連れにも利用しやすい
「おかしの家」が完成。

５月末までの来場者：1,311人

売上高：約110万円

７

②グリムの館施設整備事業



８

➽薬師寺歴史館を増築し、多目的ホールに改修。機能強化を図りました。
➽ＶＲコンテンツを活用し、道の駅しもつけに立ち寄る観光客を歴史館の収益とシティプロモーションに
つなげるため、歴史館グッズの開発やバスで来訪する団体客の受け入れが可能な体制を整備します。

➽小学生の体験学習の活性化を「ふるさと愛の醸成」につなげていきます。

外観（北東から） 多目的ホール

③東の飛鳥プロモーション事業

平成３０年度から多目的ホールを活用した体験学習が増加
比例してＶＲ体験も増加傾向にある


